


国写
真
説
明

落成式で挨拶の谷口社長

最新設備を備えた牛舎、施設の内覧説明で

本
格
化
に
実
務
と
意
見
交
換

　

タ
ス
マ
ニ
ア
研
修
に
豪
視
察
団

　

当
Ｊ
Ａ
が
今
年
の
11
月
か
ら
進
め
る

「
若
手
農
業
者
の
海
外
研
修
」
の
研
修
先

で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
タ
ス
マ
ニ

ア
州
の
視
察
団
が
、
21
日
か
ら
２
日
間

の
日
程
で
初
め
て
美
瑛
町
を
訪
れ
、
Ｊ

Ａ
の
施
設
見
学
や
若
手
農
業
者
と
の
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
の
は
、

研
修
の
受
け
入
れ
先
の
同
州
立
専
門
学

校
職
員
や
在
札
幌
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領

事
館
の
領
事
ら
３
名
。
意
見
交
換
の
中

で
タ
ス
マ
ニ
ア
州
出
身
で
も
あ
る
ロ
ナ

ル
ド
・
グ
リ
ー
ン
領
事
は
、
ト
マ
ト
を

例
に
「
タ
ス
マ
ニ
ア
産
の
物
よ
り
美
瑛

町
産
の
ト
マ
ト
の
方
が
は
る
か
に
美
味

当ＪＡのトマト選別施設を
視察する「豪州視察団」

し
い
。
研
修
を
通
じ
、
お
互
い
の
技
術

交
換
に
な
れ
ば
」
と
話
し
、
同
州
立
専

門
学
校
職
員
の
ポ
ー
ル
・
レ
ナ
ー
ド
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
研
修
参
加
に
現
地
の

農
作
業
や
天
候
の
状
況
な
ど
を
述
べ
意

見
交
換
。
タ
ス
マ
ニ
ア
で
は
農
閑
期
の

約
１
カ
月
、
季
節
が
真
逆
の
南
半
球
で

現
地
研
修
を
行
い
ま
す
。
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美
瑛
町
で
の
本
格
稼
働
は
株
式
会
社
び

え
い
牧
場
（
谷
口
喜
章
社
長
）
で
国
内
最

多
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
16
台
で
年
間
出
荷
乳

量
１
万
㌧
超
の
ギ
ガ「
ロ
ボ
ッ
ト
」フ
ァ
ー

ム
を
目
指
し
ま
す
。
落
成
式
で
は
、
谷
口

社
長
が
挨
拶
で
「
３
年
越
し
で
今
日
の
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
高
品
質
な
生

乳
生
産
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
循
環

型
で
環
境
に
配
慮
し
た
牧
場
に
し
た
い
」

と
、
強
い
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
株
式
会
社
び
え
い
牧
場
」
は
、
全
道

最
大
の
和
牛
肥
育
経
営
、
有
限
会
社
谷
ロ

フ
ァ
ー
ム
（
上
川
管
内
上
富
良
野
町
、
総

美馬牛地区に大規模酪農
　

国
内
最
多
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト

16
台
で
、
年
間
出
荷
乳
量
１
万

㌧
超
を
目
指
す
、
び
え
い
牧
場

が
５
月

12
日
、
地

域
の
酪

農
家
の
皆
さ
ん
や
町
、
農
業
団

体
関
係
者
80
人
を
招
き
、
美
瑛

町
美
馬
牛
地
区
に
建
設
し
た
施

設
で
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
搾
乳
は
６
月
末
か
ら
で

飼
養
頭
数
４
８
０
頭
規
模
で

の
フ
リ
ー

ス
ト
ー
ル

牛
舎
１
棟

で
は
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
８
台
が

本
格
稼
働
し
ま
す
。

　

年
間
乳
量
１
万
㌧
、

　
　
　
　

地
域
環
境
重
視
で
搾
乳

飼
養
頭
数
約
７
，
５
０
０
頭
）
の
グ
ル
ー

プ
会
社
。
酪
農
へ
の
新
規
参
入
は
①
乳
牛

の
借
り
腹
を
活
用
し
た
肥
育
素
牛
の
生
産

②
安
定
的
な
乳
代
収
入
の
確
保
な
ど
を
今

回
稼
働
の
大
き
な
理
由
と
し
て
い
ま
す
。

当
面
の
生
産
目
標
は
、
Ｈ
30
年
度
出
荷
乳

量
５
，
０
０
０
㌧
、
４
８
０
頭
規
模
の
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
１
棟
に
搾
乳
ロ
ボ
ッ

ト
８
台
（
い
ず
れ
も
レ
リ
ー
の
ア
ス
ト
ロ

ノ
ー
ト
Ａ
４
）
を
備
え
、
６
月
末
か
ら
生

乳
の
出
荷
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
５
年

以
内
に
は
同
規
模
の
牛
舎
を
も
う
１
棟
建

設
し
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
計
16
台
で
年
間
乳

量
１
万
㌧
の
大
台
達
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

後
継
牛
は
全
て
自
家
生
産
す
る
ほ
か
、
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
（
３
０
０
㌔
㍗
）
も

備
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
落
成
式
で
谷
口
社
長
は
「
び

え
い
牧
場
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
多

く
の
関
係
者
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
、

雇
用
創
出
や
新
規
就
農
促
進
の
形
で
地
域

に
お
返
し
し
た
い
」
と
も
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
の
浜
田
哲
美
瑛
町
長
は
「
我
が
町
の

柱
は
農
業
。
び
え
い
牧
場
の
発
展
と
と
も

に
、
そ
の
取
り
組
み
が
町
内
の
農
業
・
酪

農
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
」
と
門
出
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
当
Ｊ
Ａ
の
浦
島
規
生
専
務
は
「
地
域

循
環
型
で
環
境
に
配
慮
し
た
び
え
い
牧
場

は
、
こ
れ
か
ら
の
酪
農
の
姿
。
将
来
は
搾

乳
ロ
ボ
ッ
ト
16
台
を
計
画
し
て
い
る
と
聞

く
。
仲
間
づ
く
り
を
し
な
が
ら
高
み
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
、
び
え
い

牧
場
の
竣
工
に
熱
い
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し

た
。
落
成
式
終
了
後
は
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
牛
舎
・
施
設
の
見
学
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
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　政府が農業改革に向けて今国会に提出した８
法案の審議。この国会では収入保険の創設と農
業共済の見直しを想定した改正農業災害補償法、
農業競争力強化支援法、主要農作物種子法の廃
止、改正畜産安定法など国が提出の関連法はい
ずれも成立した。昨年秋、政府与党がまとめた
改革方針を具体化したもので、生産・流通コス
トの引き下げや農地の大規模化などを進めて「稼
げる農業」への転換を図る。政府は今年を「農
業改革『実行元年』」と位置づけるが、現場の農
業関係者からは実効性を疑問視する声も上がる。
国内農業の低迷が続き、農業就業人口は減り続
け、2016 年には 192 万人と 1990 年の約４割
に減少。農業者の平均年齢は 66・８歳と高齢化
が進んだ。実効ある農業改革が望まれる。
また、指定生乳生産者団体（指定団体）の系統
が生乳流通をほぼ独占していると指摘するが、
改革により酪農家が有利な出荷先を自由に選べ
る仕組みに変更とされるものの、「民間業者だと、
集荷に手間がかかる遠隔地の生産者は切り捨て
られる」などと不安視する声もある。
今回の改革は規制を撤廃、緩和することに熱心
だが、食料自給率の向上や農村振興など、国民
の食料供給に耐えうる体質を確保するという、
農業本来の役割に関する取り組みが置き去りに
なっている。改革後の農業の将来像が見えてこ
ない。改革を進めようとする人たちは、農協組
織が農業者の自由を阻害していると考えている。
しかし、農協制度は、立場の弱い農業者が連携
して安定生産、安定供給できるように創意工夫
した仕組みだ。道内に関係の深い生乳改革につ
いては、流通に混乱が起きないか心配している。
また、規制改革推進会議はクミカン廃止を一方
的に打ち出した。今回は見送りになったものの
現場の実態を正しく認識しておらず見当違いと
事実誤認のオンパレードだ。

農協批判が農業改革か

　

北
海
道
報
徳
社
で
は
、
昭
和
57
年
か
ら
、

職
業
愛
、
郷
土
愛
の
心
篤
く
、
自
立
自
助
の

意
欲
旺
盛
な
農
漁
業
者
で
あ
っ
て
、
か
つ
互

助
協
同
の
精
神
に
基
づ
く
積
極
的
行
動
で
地

域
農
漁
業
の
振
興
、
協
同
組
織
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
を
選
考
し
、
報
徳
善
行
賞
を

も
っ
て
毎
年
表
彰
を
行
い
、
既
に
そ
の
数
は

４
７
７
名
に
達
し
て
い
ま
す
。
報
徳
名

誉
賞
は
、
昭
和
58
年
度
よ
り
過
去
の
善

行
賞
受
賞
者
の
中
か
ら
特
に
事
跡
顕
著

な
方
を
選
抜
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
報

徳
特
別
賞
は
小
林
篤
一
翁
基
金
の
継
承

を
ふ
ま
え
、
平
成
24
年
度
よ
り
新
た
に

創
設
し
た
も
の
で
、
道
内
の
報
徳
組
織

発
展
に
寄
与
し
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。
報
徳
者
理
事
会
は
平
成
28
年
度

の
名
誉
賞
受
賞
者
選
考
し
藤
田
文
子
さ

ん
（
水
沢
新
生
）
が
受
賞
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
藤
田
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
北
海
道

中
央
会
総
会
の
席
上
で
賞
状
と
副
賞
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

家
畜
の
命
を
頂
く
こ
と
に
畏
敬
の

念
と
鎮
魂
を
祈
る
「
獣
魂
祭
」
が
６

月
２
日
行
わ
れ
ま
し
た
。
酪
農
振
興

部
会
、
養
豚
部
会
が
合
同
で
行
っ
た

も
の
で
、
生
産
者
は
も
と
よ
り
当
Ｊ

Ａ
な
ど
農
業
関
係
者
約
50
人
が
参
列

し
、
美
沢
の
旧
共
進
会
場
獣
魂
碑
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
美
瑛

神
社
狩
野
宮
司
が
家
畜
の
鎮
魂
を
願

う
祝
詞
を
「
獣
魂
碑
」
に
捧
げ
、
続

い
て
参
列
者
が
玉
串
を
奉
天
し
、
家

畜
を
敬
い
ま
し
た
。
酪
農
振
興
部
会

の
畑
中
部
会
長
は
、「
私
た
ち
は
生
活

の
た
め
に
牛
乳
を
搾
り
、
肉
を
生
産

し
て
い
る
が
、
牛
に
食
べ
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず

に
暮
ら
し
た
い
。
美
瑛
牛
乳
が
10
周

年
を
迎
え
た
が
、
20
年
30
年
と
続
け

女
性
初
の
北
海
道
報
徳
名
誉
賞

　

藤
田
文
子
さ
ん
（
水
沢
新
生
）
表
彰
に

名誉賞受賞の藤田文子さん

家畜の御霊に畏敬の念を込めて
部会合同で獣魂祭しめやかに

て
い
き
た
い
。」
と
畜
産
の
発
展
を
誓

う
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
な
お
、
来

年
よ
り
獣
魂
祭
は
場
所
を
移
し
て
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

畏敬と鎮魂の念を込めて行われた
「獣魂祭」
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営農ホット
ライン

H O T L I N E
7 月の技術対策と資材

 　７月以降は作物が大きく育ち、病原菌も多くなる時期
です。病原菌種類が異なると増殖方法・伝染方法も異な
ります。農薬も効果発現方法が異なります。これらの違
いを確認して、効果的な防除に活かしてください。

◆病原菌と伝染
　よく見られる病原菌を、伝染方法で区分するとおよそ
４つになります (表１)

　表 1　主な病原菌の伝染方法
伝染方法 病原菌例

胞子 (花粉状 )が風で飛散 灰色かび病、赤かび病、褐斑病、
いもち病

病菌が接触 (水・土・機
械 )で移動

ナンプ病、茎腐細菌病、褐斑細
菌病

複数の方法 (胞子等飛散、
接触 )で伝染

疫病、茎疫病
(水媒でまん延する )

その他 (種子伝染・虫媒
など ) ウィルス病など

　　注 )　作物名は省略

◆病害の初発と環境
　病害は初発生の後に急速にまん延するおそれがありま
す。初発以前からの予防防除も大切ですが、初発を発見
するのも要点となります。
　これまでの現地情報等から、予防や初発発見の要点を
紹介します (表２)

　表２　病害の耕種的予防と初発発見
項目 内容（胞子飛散伝染病害を中心に）

病害を未然に防ぐ
耕種的防除

1) 連作しない (畑作物・野菜 )
2) イネの取り置き苗を放置しない
3) 多肥を避ける。作物を傷つけない
4) 野良生作物、作物残渣堆積に留意

病害防除と農薬
　(作業の前に原理を再確認 )

初発生に注意の場
所など

1) 短期輪作畑、連作畑の隣接畑
2) 防除畦、枕地、生育不良場所
3) 過湿場所、過乾場所など

◆農薬の特性　
　農薬特性を再確認して、防除時期や発生状況に応じて
使い分けるのが肝要です（表３）

　表３　農薬の特性（簡略的に記述）
項目 摘要

同時防除 一つの薬剤で、二つ以上の病害に効果を示す
ものもある。

成分系統 同一薬剤・同一系統薬剤を連用すると、耐性
菌などが出現するおそれがある。

効果
の
発現

保護剤：病害発生前に、作物表面に薬剤を付
着させ、病菌の侵入を防ぐ。
治療剤：既に付着した病菌の活動を抑える。(病
斑が回復するわけではない )

浸透移行性
茎葉に散布した薬剤成分が、非散布部位 (根や
新葉など )に移行すること。浸達性とは、葉
表から葉裏・葉肉内に浸みとおること。

残効性

　一般には、降雨に耐えて茎葉に薬剤が茎葉
に付着している期間長短で判断される。耐雨
性と記述する場合もある。成分変化も関与す
ると考えられる。

展着剤 　薬剤によっては、展着剤をほぼ必須とする
ものがある。

耐性菌

　ある特定の薬剤の効果があまり見られない
こと。「感受性低下」として、薬剤効果が少し
低下する場合もある。道内の地域によって耐
性菌の出現程度に差がある。

混用 　他剤との混用適否や防除水pHに注意を要
する場合がある。

成分変化 　銅などの金属の薬剤成分は、作物茎葉から
地面に落下した後も、土中で養分となる。

◆他の留意事項
　詳細は、生産部会の情報等に示されると考えますので、
ここでは項目のみ列記します。
1.　水稲の前歴期間・冷害危険期の水管理
　（幼穂形成期 6/26 頃～その後 17日目頃まで）
2.　農薬のドリフト害防止、「収穫前農薬使用期限日数」
の順守、害虫の発生に注意
3.　高温障害対策、追肥の要否、コンタミ防止
　　　（生産資材課　技術相談員　記）



　

日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
が
大
枠
合
意
に
至
る

可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
６
月
14

日
「
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
か
ら
北
海
道
農
業

を
守
り
抜
く
要
請
運
動
」
を
実
施
し
、
日
Ｅ
Ｕ

等
経
済
協
定
対
策
本
部
（
自
民
党
）
の
幹
部
役

員
、
道
内
選
出
与
野
党
国
会
議
員
及
び
農
林
水

産
省
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
乳
製
品
、
豚
肉
、

小
麦
粉
調
製
品
、
馬
鈴
し
ょ
、
で
ん
粉
等
が
大

き
な
焦
点
に
な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
十
分

な
情
報
提
供
が
な
い
ま
ま
大
枠
合
意
に
向
う
こ

と
に
大
き
な
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
政
府
・
与
野
党
に
対
し
て
衆
参
農
林
水

産
委
員
会
決
議
（
Ｈ
28
・
12
）
に
基
づ
き
、
農

林
水
産
物
重
要
品
目
の
再
生
産
を
可
能
と
す
る

国
境
措
置
の
確
保
や
交
渉
内
容
・
進
捗
状
況
に

つ
い
て
丁
寧
な
情
報
提
供
を
求
め
る
運
動
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ホ
ク
レ
ン
は
、
酪
農
生
産
基

盤
強
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
北

海
道
特
有
の
冬
場
の
子
牛
事
故
率
低
減
に
向
け

た
「
冬
期
子
牛
飼
養
環
境
向
上
支
援
事
業
」
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
29
年
度
か
ら
和

牛
繁
殖
農
家
の
皆
様
に
対
す
る
事
業
「
冬
期
子

牛
飼
養
環
境
向
上
支
援
事
業
（
和
牛
版
）」
を
始

め
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
出
生
直
後
の
子
牛

を
暖
め
る
機
械
装
置
や
分
娩
監
視
モ
ニ
タ
ー
等

の
導
入
助
成
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
・
事

業
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
担
当
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

５
月
に
、
Ｊ
Ａ
窓
口
職
員
の
ス

キ
ル
を
向
上
し
、
Ｊ
Ａ
窓
口
を
ご

利
用
い
た
だ
く
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
く
事
を
目
的
に
「
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
北
海
道
窓
口
セ
ー
ル
ス
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
地
区
の
予
選
等
を
突

破
し
た
16
名
が
「
年
金
指
定
替
部
門
」、「
純
新

規
推
進
部
門
」
の
２
部
門
で
接
客
や
提
案
力
を

競
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
で
は
、
コ

ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
の
お
客
様
の

満
足
度
向
上
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

昭
和
50
年
か
ら
継
続
し
て
道
内
各
自
治
体
へ
救

急
自
動
車
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
道
庁
総
務
部

の
危
機
対
策
課
へ
寄
贈
先
の
選
定
審
議
を
依
頼

し
て
お
り
、
今
年
度
は
４
台
を
寄
贈
予
定
。
今

年
度
の
寄
贈
が
完
了
す
る
と
累
積
寄
贈
台
数
は

記
念
す
べ
き
２
０
０
台
を
超
え
、
２
０
２
台
を

数
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
行
政
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
交
通
事
故
防
止
と
被

害
者
救
済
へ
の
取
組
を
強
化
し
皆

様
の
た
め
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

　

北
海
道
厚
生
連
で
は
、

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
コ
ウ
セ
イ
く
ん
」
を
制
作

し
ま
し
た
。医
療
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
白
に
北
海
道
の
緑
を
取
り
入
れ
た
、
の

ん
び
り
優
し
い
性
格
の
シ
ロ
ク
マ
く
ん
で
す
。

今
後
、
様
々
な
場
面
で
登
場
し
ま
す
の
で
、
癒

さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
親
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
（
ジ
ェ
イ
エ
イ
ジ
ャ
ン
プ
）
ア

プ
リ
で
北
海
道
厚
生
連
を
検
索
す
る
と
「
コ
ウ

セ
イ
く
ん
」
が
登
場
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
是

非
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
ね

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ

の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆

様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ Ａ グ ル ー プ 通 信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会 

 

本
会
北
見
支
所
が
企
画
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

地
区
の
Ｊ
Ａ
広
報
誌
で
連
載
し
て
い
る
「
今

こ
そ
！
Ｊ
Ａ
～
そ
の
意
義
と
役
割
～
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

 

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
巡
る 

報
道
が
多
く
さ
れ
る
中
、 

改
め
て
私
た
ち
農
業
協
同 

組
合
が
果
た
す
意
義
と
役 

割
を
再
認
識
す
る
た
め
作 

成
し
ま
し
た
。
「
協
同
と
は
」
「
日
本
の
農
協

は
な
ぜ
出
来
た
か
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
、

全
１
２
回
の
連
載
で
す
。
連
載
を
通
じ
て
、

組
合
員
だ
け
で
な
く
Ｊ
Ａ
広
報
誌
を
購
読
し

て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
、
私
た
ち
の
成

り
立
ち
や
活
動
内
容
を
知
っ
て
も
ら
い
、
共

感
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

 

 

 
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信 

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連 

平
成
２
０
年
度
か
ら
、
食
と
農
業
へ
の
理

解
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願

い
、
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
食
と
農
の
つ
な
が
り
を

解
説
し
た
教
材
本
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
道
内
の
小
学

校
へ
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
平
成
２
４
年
度
か

ら
は
特
別
支
援
学
校
も
対
象
と
し
、
今
年
度

は
全
道
１
，
０
８
６
校
に
贈
呈
し
ま
す
。 

本
会
か
ら
北
海
道
教
育
委 

員
会
に
対
し
教
材
の
贈
呈
を 

行
い
、
教
材
活
用
の
協
力
を 

要
請
し
て
お
り
ま
す
。 

教
育
委
員
会
へ
の
贈
呈
式
→ 

ホ
ク
レ
ン 

ホ
ク
レ
ン
女
子
陸
上
競
技
部 

は
今
年
度
の
新
体
制
に
つ
い
て 

記
者
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
足 

寄
町
出
身
の
清
水
美
穂
選
手
を
主
将
に
内
山

千
夏
、
加
藤
凪
紗
、
河
辺
友
依
の
新
人
３
選

手
を
加
え
た
１
１
名
で
全
日
本
実
業
団
女
子

駅
伝
や
個
人
種
目
で
の
目
標
達
成
に
挑
み
ま

す
。
今
年
は
同
部
発
足
３
０
周
年
。
清
水
主

将
は
「
３
０
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
結
果
を
出

せ
る
よ
う
チ
ー
ム
全
体
で
取
り
組
み
た
い
。

個
人
で
は
マ
ラ
ソ
ン
で
日
本
代
表
と
な
れ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

 

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ

の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆

様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連 

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生

命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極

的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お

り
ま
す
。
年
３
回
発
行 

し
て
お
り
、
様
々
な
医 

療
・
健
康
情
報
を
発
信 

し
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー 

ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク 

ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て 

お
り
ま
す
の
で
、
是
非 

ご
一
読
く
だ
さ
い
。 

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道 

農
産
物
輸
出
を
行
う
組
合
員
や
Ｊ
Ａ
へ
の

保
障
強
化
の
観
点
か
ら
日
本
貿
易
保
険
と
業

務
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
取
引
先
の

財
務
状
況
悪
化
等
で
代
金
回
収
不
可
能
と
な

っ
た
場
合
の
損
害
を
保
障
す
る
「
貿
易
保
険
」

の
保
険
料
が
１
０
％
引
き
で
提
供
可
能
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
本

体
の
損
害
と
接
触
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の

保
障
「
ド
ロ
ー
ン
総
合
保
険
」
を
共
同
開
発
。

４
月
よ
り
共
栄
火
災
で
引
き
受
け
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
組
合
員
や
Ｊ
Ａ
の
負
託

に
応
え
る
保
障
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 
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☆
当
選
者
は

三
田
村　

千
恵
子
さ
ん

佐　

藤　

寿
志
子
さ
ん

丹　

野　

信　

子
さ
ん

岩　

淵　

暁　

子
さ
ん

河　

村　

五
月
美
さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
も
く
も
く
と
高
く
盛
り
上
が
る
雲

②
洋
風
の
上
履
き
の
一
つ

③
食
事
作
り
や
掃
除
、
洗
濯
な
ど

④
武
田
信
玄
か
ら
連
想
さ
れ
る
四
字

熟
語

⑥
目
や
鼻
や
口
が
あ
り
ま
す

⑧
酔
う
と
赤
く
な
る
人
も

⑩
古
い
地
層
か
ら
恐
竜
の
―
―
が
見

つ
か
っ
た

⑬
和
風
の
宿
泊
施
設
で
す

⑮
―
―
よ
り
証
拠

⑰
日
本
列
島
を
ぐ
る
り
と
取
り
囲
ん

で
い
ま
す

⑲
歩
き
過
ぎ
て
足
の
裏
に
で
き
ち
ゃ

　

っ
た

 

②
小
玉
や
種
な
し
、
四
角
い
物
な
ど

も
あ
る
果
実

⑤
縁
も
―
―
も
な
い
人
に
助
け
ら
れ

た
⑦
１
１
７
に
電
話
を
か
け
る
と
聞
け

ま
す

⑨
ロ
シ
ア
の
酒
の
代
表
格

⑪
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
の
底
に
沈
ん
で
い

る
こ
と
も

⑫
オ
ラ
ン
ダ
ゼ
リ
と
も
い
う
葉
野
菜

⑭
木
な
ど
に
ぽ
っ
か
り
と
開
い
た
空

洞
⑯
国
語
、
算
数
、
理
科
、
社
会
な
ど

⑱
コ
ン
ニ
ャ
ク
イ
モ
の
生
産
量
日
本

一
の
県

⑳
目
上
の
人
に
勧
め
る
席

㉑
ア
ン
デ
ス
、
プ
リ
ン
ス
と
い
え
ば

Ａ
→
Ｅ

『
カ
ブ
ト
ム
シ
』
で
し
た

18

18

7

7

Ｅ

Ｅ

7

【全体運】ささいなことでイライラしやすいよう。
一人の時間を大切にして気分のリフレッシュを。
深呼吸も開運の鍵に

【健康運】ちょっとしたけがに注意。冷静な行動を
【幸運を呼ぶ食べ物】オクラ

【全体運】周囲のサポートに恵まれ、順調に過ごせ
そう。初対面の相手にも笑顔で話し掛けると良
縁を引き寄せられるはず

【健康運】軽い運動がさらなる体調アップを招く時期
【幸運を呼ぶ食べ物】エダマメ

【全体運】強引に物事を進めず、じっくりと腰を据
えて取り組むのに向く期間。リラックスするには
紅茶に凝ると効果あり。

【健康運】暴飲暴食気味。食事内容の見直しが必須
【幸運を呼ぶ食べ物】ピーマン

【全体運】新しいことをスタートさせるのに最適。
意欲的にチャレンジしてみて。過去に駄目だった
挑戦にもリベンジ可能

【健康運】疲れを感じやすいかも。休養を忘れずに
【幸運を呼ぶ食べ物】トウガン

【全体運】 地道な作業に力を注げば、少しずつ物
事が動き出す予感。何事もじっくり取り組んで。
気分転換には音楽が吉

【健康運】不調和を感じがち。生活リズムを整えて
【幸運を呼ぶ食べ物】カンパチ

【全体運】対人運良好。人と知り合える場所には積
極的に足を運んで。趣味の集まりやオフ会に参加
すると新鮮な出会いが

【健康運】順調。血行促進を図ると、さらに好転
【幸運を呼ぶ食べ物】アンズ

【全体運】思うようにならないことが多く、イライ
ラが募りやすい時期。笑顔と謙虚さが開運の鍵に。
盆栽の手入れもグッド

【健康運】気晴らしが大事。自然の中で過ごすと◎
【幸運を呼ぶ食べ物】アジ

【全体運】アクティブに動き回れそう。迷ったとき
は、とにかく動いてみるのがベスト。大胆な発想
が運気上昇の呼び水に

【健康運】高め安定。体力アップを図るチャンス
【幸運を呼ぶ食べ物】ナス

【全体運】暗い発想をしやすい暗示。意識的にプラ
ス思考を。香りヒーリングを試してみると効果を
実感できます 

【健康運】 運動不足気味に。適度に体を動かして 
【幸運を呼ぶ食べ物】アワビ

【全体運】気分の浮き沈みが激しくなる期間。コロ
コロ意見を変えて、周囲を困らせないよう、ご用心。
開運には深呼吸を

【健康運】無理なダイエットはNG。ほどほどにツキ
【幸運を呼ぶ食べ物】カボチャ

【全体運】珍しく神経質になりがち。難しく考え
過ぎず、気楽に構えて。気持ちを上向かせるには
ウォーキングが正解

【健康運】健康法に凝り過ぎるかも。自然体が一番 
【幸運を呼ぶ食べ物】桃

【全体運】楽しいことに縁がある月。友人たちとレ
ジャーに出掛ければ、にぎやかで発見の多いひと
ときに。観劇もお勧め

【健康運】行動力アップ。スポーツの上達が早そう
【幸運を呼ぶ食べ物】シソ

12

12

20

20

18

21

21

19

19

ユ
ウ
シ
ヨ
ク

イ
ニ
シ
ヤ
ル

ウ
キ
ブ
ク
ロ

カ
カ
オ

バ
ツ
ト

ア
シ
タ

ラ
ム
ネ

ド
ア

ミ
ツ

ラ
チ

シ
ンキ ボ

イタ

18
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●パプリカのツナグラタン●

⑴パプリカは縦 4 等分にして種を取

り除く。
⑵ボウルに油を切ったツナを入れ、

合わせ調味料などを混ぜ合わせる。

⑶（1）の混ぜ合わせた（2）を載せ、

オリーブ油を入れたフライパンで焼

き色を付ける。
⑷予熱したトースターにアルミホイ

ルを敷き、（3）を 5 分焼き、パン

粉とパルメザンチーズを掛け 1 分

焼く。
⑸仕上げに、こしょう・パセリを振っ

て出来上がり。

パプリカ（赤・黄）各 1個
ツナ缶（70g）………３缶
合わせ調味料など
　マヨネーズ……大さじ 2
　白みそ…………大さじ 1
　トマト（みじん切り）…大さじ 1
　タマネギ（みじん切り）…大さじ 1

　フライパンで焼くときは、中火でじっくりと焼く
と甘味が引き出せます。

（4 人分）

緊急点検！

JA 自己改革

増田佳昭　著
■定価 648 円（税込）
　JA グループの自己改革に求め
られるのは、徹底した「組合員目
線」日本農業新聞の好評連載を加
筆・修正した本書は、改正農協法
を踏まえた改革の進捗状況を自己
判断するのに最適。

　オリーブ油…………………適宜
　パン粉………………………適宜
　パルメザンチーズ…………適宜
　こしょう……………………適宜
　パセリ………………………適宜
　

組合員目線の組織・事業の再構築

野菜で整える いちばんやさしい

腸がきれいになる食べ方
このワザで味が決まる

「高太郎」のおつまみ和食

田口成子　著
■定価 1,296 円（税込）
ベテラン料理家の著者が、介護や
自身の経験を通して実践してき
た、腸を整える野菜の食べ方を指
南。手軽にできるから忙しい人で
も無理なく続けられる。消化器病
専門医による腸と食べ方について
のコラムも。

林　高太郎　著
■定価 1,512 円（税込）
東京・渋谷にある予約の取れない
居酒屋「高太郎」店主による、ご
はんにもお酒にも合うおつまみ和
食。料理人ならではのワザで、定
番料理も絶品に。調理のコツやポ
イントはもちろん、名物料理のレ
シピも公開！
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『ホクレンＳＳ
サマーフェア２０１７』

ホクレン美瑛北町給油所
　　　　　　　☎92-2157

期　　間：７月１５日（土）～９月１５日（金）
場　　所：全道のホクレンＳＳ
内　　容：期間中、店頭ガソリン、軽油５０ℓ以上

の給油レシートで、もれなく北海道農
畜産物紹介冊子「うまいもの百科」をプ
レゼント。
冊子綴じ込みの「応募ハガキ引換券」と
給油レシート２０ℓ毎に応募ハガキを
進呈、抽選で「JA特産・加工品」をプレ
ゼント！
同時にホクレンＳＳポイントを通常の
２倍付与！

　ホクレンＳＳ（給油所）で
は、『ホクレンＳＳサマーフェ
ア２０１７』を下記の内容で
実施いたします。

☎92-3455　FAX92-3488

FARM LANDからの
お知らせ

トマト用収穫台車

30,000円

工場扇
羽根径 450 ﾐﾘ

7,000円

ハイラックス
　　　愛菜号

タイヤが大きく押してもラクラク !!

今年も暑くなりそうです !!

※税別価格となっております
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ケット水分計の点検・
検定を実施します

研修センター　☎92-0588

　研修センターでは、ケット水分計の点検・検
定を受付致します。
　より正確な測定を行うために、ケット水分計
の点検・検定を年一回受けましょう。
　点検・検定を希望される方は 7月12日（水）
までに研修センターへご持参下さい。

検定調整料金 １台 2,160円（税込）



しない・させない・
過積載

研修センター　☎92-0588

秋の繁忙期前に農機
具の点検整備を・・・

研修センター　☎92-0588

　研修センターでは、春の使用後のプラ
ウやロータリーなどの農機具と、これか
らの作業を控えている収穫作業機の修理
を受付けています。
　未整備の農機具等がありましたらお早
めにご連絡、ご相談下さい。

　農機協では、重大事故を誘発する過積
載運行の防止を呼びかけております。
　基本を守り安全運転を心がけましょう。
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臨時休業のお知らせ

　美瑛神社祭典により、臨時休業とさせ
ていただきます。
　なお、金融店舗、美瑛選果、給油所お
よびファームランド ( 生産資材課を除く )
は通常営業いたします。

７月２５日(火)・２６日(水)

総務部　☎92-2111

中古農機常設展示場
サマーフェアの
開催日程のお知らせ

研修センター　☎92-0588

　
《開催日程》
・7月　6日（木） アルーダふらの
・7月14・15日（金・土）　 　
 アルーダ日高西部
・7月21日（金） アルーダ後志
・7月27日（木） アルーダべつかい
 （中春別合同開催）
・7月28日（金） アルーダ士別
・８月22日（火） アルーダ十勝
・8月22日（火） アルーダ長沼
・8月24日（木） アルーダ空知北部
・８月24日（木） アルーダ道央
・8月25日（金） アルーダ岩見沢
・8月25日（金） アルーダ網走

※各開催日は変更になる場合があります。
お近くの JA またはインターネットのホーム
ページでお確かめの上、ご来場下さい。

www.aruda.hokuren.or.jp/  『アルーダ』で
検索



金融店舗　☎92-4325
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■将棋の最年少棋士が 14才という年齢で公式戦 29連勝を達成し 30年
ぶりに記録を更新した。当然ながら話題になりＮＨＫニュースのトップ
を飾る出来事に国民の注目が集まっている。彼はデビュー戦で現役最年
長の 9段を破って以来、無敗の快進撃であり歴史的な快挙に「国民的注
目が集まり」熱いエールが送られ「劣勢でも終盤に巻き返す粘り強さ」
が魅力を集めている。■遠くて身近な問題が北海道農業を大きく揺さぶ
ろうとしている。欧州連合（ＥＵ）との経済連携協定［ＥＰＡ］交渉が
大詰めを迎えている。ＪＡ道連合会を中心に反対運動を行っているもの
の不安が渦巻いている。交渉でのチーズの関税削減が焦点になっている
が、北海道酪農の今後を左右する需給体制への不安や警戒の声が大きく
なっている。■国境措置の堅持へ今後の交渉には最年少棋士のように劣
勢を終盤に巻き返してほしい。

734 人

1,899 人

253 億 79 百万円

67 億 81 百万円

 11 億 19 百万円

39 億 83 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 29 年 5 月末）

発生件数　　2 件（  7 件）　《 9 件》
　　負傷　　2 人（  7 人）　《 9 人》
　　死亡　　0 人（  0 人）　《 9 人》

（　）は 29 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（6月 20日現在）

7

5日（水）　女性部夏期研修

7日（金）　青年部視察研修

11日（火）　ＪＡ組織活動交流会

13日（木）　フレッシュミセス会夏期研修

25日（火）　美瑛神社祭　ＪＡ臨時休業（～ 26日）

平
成

29年
7月

1日（
毎

月
1回

発
行

）
昭

和
45年

3月
5日

第
3種

郵
便

物
認

可
毎

月
1日

発
行

1122
熊

谷
留

夫
総

務
部

　
　

第27回理事会　6月1日（木）

■議案審議事項
議案第１号　固定資産（土地）の取得について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　設備借入金の借入について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　理事者に対するクミカン口貸越極度
　　　　　　額の設定について
・原案どおり承認されました。
議案第４号　大口信用供与等について
・原案どおり承認されました。
議案第５号　登録金融機関業務（国債取扱）の廃
　　　　　　止について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①美瑛町農協「創立 70 周年」記念事業の進め方に

ついて
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ジャージーの部・リザーブ・シニア・チャンピオ
ンの「BRF アイリスブルーチーズ」

気になる話
　旭川地方気象台は 6月 21 日、十勝岳（2077㍍）の
火山活動説明会で現在の状況が報告されました。それに
よりますと 1962 年の噴火でできた「62 火口群」は依
然として二酸化硫黄ガスを噴き出している。62 火口群
は十勝岳で一番活発な火口で、地震活動もあるとの事で
す。地形観測では 2006 年以降数センチの隆起があると
もしています。十勝岳は 2015 年 2月以降噴火警戒レベ
ルは 1（活火山であることに注意）ですが、今後とも火
山活動の推移に注意を呼びかけています。
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